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 論文審査の結果の要旨
 縮合多環状化合物は,芳香族性の見地から,その構造物理性および化学反応性に多大の興味が
 持たれ,近年盛んに合成その他の研究がなされつつある。黒田重靖提出の論文で扱われているヘプ
 タフルベン核を含む縮合多環状芳香族化合物は,これらの系統の一つであるが,七貴環状のヘプタ
 フルベン核を含む点に特色があり,非ベンゼン系芳書族化合物の化学の立場から大いに研究が望叢
 れているものである。本研究はこの種の化合物の合成に関するものであり,論文は8章から成って
 いる。
 第一章では,本研究の歴史的背景および目的が述べられている。第二章では,8一ハ・ヘプタフ
 ルベン類の合成法が述べられており,第臓第四および第五章では,8一ハロヘプタフルベγ類の
 化学反応性についての検討結果が述べられている。すなわち,ヘプタフルベン類のハ・ゲン化によ
 って8一ハ・ヘプタフルベン類を合成することに成功し,ついでこれらに対するシアン化銅の反応
 では求核置換体である8一シアン体が縛られること,ウルマン型の反応ではカップリング生成物と
 ともに熱反応によって7-6-7環系の多環状化合物が得られること,さらにテトラシアノエチレ
 ソや1)DQとの反応で付加体あるいはさらに脱離反応を伴ってアズレン誘導体が碍られることなど
 を見出している。
 第六章では,7-6環系の縮合多環状化合物の合成について述べているが,β一テトラロンある
 いはβ一インデノンを出発物としてシク・ヘブタシクPヘキサノンおよびその酸素類縁体の合成に
 成功している。またこれらに環化反応を適用してべγゾアズレン類が合成されることを見出してい
 る。
 第七章では,ジヒド・アズレンを原料としてジク・ルカルベンによる環拡大ついで酸化によっ
 てヘプタレソジオン類の合成に成功し,その性質を明らかにしたことについて述べている。
 以上のように著者は,7-5,7-6ン7-7あるいは7-6-7環系等ヘプタフルベン核を食む
 各種縮合多環状化合物の合成に成功し,その性質を明らかにしている。とれらの成果は非ベンゼン
 系芳香族化合物の化学の進展に大いに寄与するものである。これらは著者が独立して硯究活動を行
 うために必要な高度の研究能力と学識を持つことを示している。
 よって黒田重靖提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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